
梅
が

咲
き
は
じ
め
る
季
節

春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
。
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あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
公
証
役
場
。
財
産
や
相
続
、

遺
言
な
ど
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
日
常
生
活
に
関
連
す

る
問
題
に
つ
い
て
、
公
証
役
場
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
か
を
今
回
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

“
公
証
役
場
”

　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

公
証
役
場
と
は
？

　

公
証
役
場
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
日
常
生
活
に
関

す
る
重
要
な
書
類
を
作
成
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
公
証
役
場
で
作
成
す
る
書
類

を
“
公
正
証
書
”
と
い
い
、
次
の
よ
う

な
証
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

主
な
証
書

①
遺
言
に
つ
い
て
の
証
書

②�

離
婚
に
よ
る
養
育
費
や
慰
謝
料
な
ど

の
支
払
い
に
関
す
る
証
書

③�

土
地
や
建
物
の
賃
貸
に
関
す
る
証
書

④�

お
金
の
貸
し
借
り
に
関
す
る
証
書

　

こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
お
け
る
重

要
な
証
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
み
な
さ
ん
が
自
分
で
作

成
し
た
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
文
書
を

作
成
し
た
人
に
間
違
い
な
い
と
い
う
証

明
や
会
社
を
設
立
す
る
と
き
に
必
ず
作

成
す
る
活
動
の
規
則
（
定
款
）
な
ど
も

認
証
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
書
の
存
在
を
公
に
証
明
す

る
た
め
の
確
定
日
付
を
付
与
す
る
仕
事

も
し
て
い
ま
す
。

公
正
証
書
の

　

利
用
・
活
用
状
況
は
？

　

最
近
は
、
高
齢
化
社
会
を
反
映
し
て
、

遺
言
公
正
証
書
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
の
治
療
に
お
け
る
延
命

措
置
は
し
な
い
な
ど
自
分
の
意
志
を
残

す
公
正
証
書
（
尊
厳
死
宣
言
）
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
任
意
後
見
契

約
に
関
す
る
公
正
証
書
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

遺
言
公
正
証
書
を

　

作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

遺
言
に
は
、
直
筆
で
作
成
す
る
自
筆

証
書
遺
言
が
あ
り
ま
す
が
、
法
律
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
無
効
に
な
り
、

遺
言
書
自
体
が
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
見
後
も
家
庭
裁
判
所
の
検

認
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

公
正
証
書
遺
言
を
作
成
し
て
お
く
利

点
は
、
証
人
２
人
の
立
会
の
も
と
と
厳

格
に
作
成
さ
れ
ま
す
の
で
確
実
な
上
、

遺
言
書
の
原
本
は
半
永
久
的
に
無
料
で

公
証
役
場
に
保
管
さ
れ
、
亡
失
、
偽
造

な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
、
家
庭
裁
判
所
で
の
検
認
を
受
け
る

必
要
が
な
く
、
す
ぐ
に
公
正
証
書
で
土

地
建
物
の
名
義
書
換
や
預
貯
金
の
引
き

出
し
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
口
が
利
け
な
い
人
や
耳
が
聴

こ
え
な
い
人
で
も
通
訳
人
を
同
席
さ
せ
、

公
証
人
が
遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

任
意
後
見
契
約
と
は
？

　

将
来
、
認
知
症
や
精
神
障
害
な
ど
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
任
意
後

見
人
（
代
理
人
）
を
選
ん
で
お
く
も
の

で
す
。

　

こ
の
契
約
は
、
委
任
者
と
受
任
者
が

公
証
人
の
前
で
公
正
証
書
を
作
成
し
な

い
と
効
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
高
齢
者
に
対
す
る
「
振
り
込

め
詐
欺
」、「
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
」
や
認

知
症
の
人
の
現
金
・
預
貯
金
な
ど
の
財

産
を
他
人
が
だ
ま
し
取
る
事
件
が
社
会

問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
を
防
止
す
る
た
め
、

十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
信
頼

で
き
る
人
と
の
間
で
任
意
後
見
契
約
を

結
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
生
活
に
密
接
な

契
約
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
？

　

例
え
ば
、「
大
切
な
お
金
の
貸
し
借

り
」、「
自
動
車
事
故
や
金
銭
の
横
領
な

ど
に
よ
る
損
害
の
賠
償
」、「
協
議
離
婚

に
伴
う
こ
ど
も
の
養
育
費
、
慰
謝
料
や

財
産
分
与
な
ど
の
支
払
い
」、「
土
地
や

建
物
の
賃
貸
借
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
契
約
書
を
公
正
証
書
で
作

成
す
る
利
点
は
、
極
め
て
強
い
証
拠
力

が
あ
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
万
一
債

務
の
支
払
い
な
ど
の
約
束
違
反
が
あ
っ

た
と
き
は
、
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
公
正
証
書
に
よ
り

速
や
か
な
解
決
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
み
な
さ
ま
の
日
常
生

活
と
関
連
す
る
こ
と
が
多
く
、
知
ら
な

い
と
損
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

権
利
や
利
益
の
確
保
ま
た
は
保
護
す

る
た
め
に
、
公
証
役
場
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で

す
の
で
、
事
前
に
電
話
予
約
を
し
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

田川公証役場
〒８２６ｰ００３１
田川市千代町８番 46号
業務時間
８時 30 分～ 17 時
※土日祝を除く
☎44－4130

久保  道雄（くぼ  みちお）1950年８月11日生　北九州市出身
　2004年から2009年まで各地の地方法務局次長、法務局総務管
理官、地方法務局長を務め2009年３月に退職する。この年の12
月に田川公証役場公証人の発令を受け、現在公証人として活躍中。

 

公
証
人　

久
保 

道
雄 

氏

田川公証役場

公
証
制
度
で

 

将
来
の
安
心
な
生
活
を

問 田川公証役場　☎ 44－4130
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My Towns Topics

問 企画財政課 広報係　☎ 63-3000
身近なまちの話題を紹介します。お気軽に情報をお知らせください。
広報紙に掲載された人には写真を差し上げますのでご連絡ください。

▼助け合いながらみんなと生活をし、一回り大きく成長しました

　剱木杯新春囲碁大会が１月24日、大任町公民館で開催され
ました。囲碁愛好者13人が実力ごとにA・B・Cの３つのパー
トに分かれ総当たりで熱戦を繰り広げました。
　熱戦を繰り広げた結果、Aパートは浦野 正信さん、Bパー
トは石川 光義さん、Cパートは坂田萌樹くんが各パートで優
勝し、決勝に駒を進めました。決勝は真剣な表情で石を打ち
合い、盤上での頭脳戦を繰り広げた結果坂田くんが制し、見
事総合優勝の栄冠を手にしました。

▲激戦を勝ち抜き総合優勝の栄冠を手にした坂田 萌樹くん（左）

盤上で白熱戦が展開
剱木杯 新春囲碁大会開催

　１週間の集団生活を体験する通学合宿が、２月14日か
ら20日まで、自然の森キャンプ場で行われました。
　参加したのは、今任小学校の４年生から６年生の13人。
子どもたちは１週間、家族から離れて調理や洗濯などを指
導者のもと自分たちで行いました。
　最初は不器用に洗濯や調理などを行っていましたが、
徐々に上手になっていき、この１週間の生活で子どもたち
は、協力し合いながら家族や友達の大切さを学び、一回り
大きく成長し帰っていきました。

集団生活でたくましい子どもに
今任小の高学年児童対象に通学合宿を実施

　２月６日、田川地区の小中学生が、社会への意見などを
発表する「わたしの主張」が福智町地域交流センターで行
われ、この大会に大任中学校1年生の山下 結菜さんが出
場しました。
　山下さんは「あたりまえのこと」という題で主張し「あ
いさつをするということは、すばらしいことだと思いませ
んか？」と約200人が聴き入る会場で堂々と発表しました。

大舞台で自分の思いを主張
「わたしの主張」田川地区大会

▼大任町を代表して主張した山下さん、演題は「あたりまえのこと」

▲鬼に勇気を出して豆をぶつける今任保育園の園児たち

　大任中学校で、１月27日、関係者10人が出席し、武道
場の地鎮祭と安全祈願祭が行われました。平成24年から
中学校では武道が必須科目となり、武道場が必要になった
ので、今回建設着工となりました。武道場は柔道と剣道の
計２面で、６月に完成予定となっています。
　建設予定地で行われた地鎮祭では、役場職員や教職員、
工事関係者らが見守る中、永原町長がくわ入れを行い、工
事の無事を祈りました。

中学校に武道場建設
大任中学校武道場の地鎮祭を実施

▼武道場建設予定地となる体育館裏で工事の無事を祈りました

　２月３日、「節分の日」にちなみ今任保育園で豆まきが
行われました。
　園児たちは手作りの鬼のお面をかぶり、升に豆を入れ待
ちかまえていると、保育士が変装した赤鬼と青鬼が登場。
鬼にびっくりし、泣き出してしまう園児も多くいました。
　園児らは、泣きながらも鬼に豆を投げつけて、鬼を撃退。
たまらず逃げ帰る鬼を見て喜こんでいました。
　見事に鬼退治を終えた園児たちは、鬼と一緒に記念撮影
をしていました。

園児が元気に鬼退治
今任保育園で節分の豆まき

　平成18年１月25日の就任以来、４年間にわたって町教育
長として尽力された米丸 知足教育長（上今任）の退任式が１
月22日、役場多目的ホールで行われました。
　式では、職員から花束が贈られ、永原町長があいさつをし、
米丸教育長は、町教育の向上や児童・生徒と身近に接した４
年間を振り返りました。長年教育に従事され教育長に就任し、
さまざまな町教育の充実や向上に尽力されました。

▲職員から花束贈呈が行われ、見送りを受ける米丸教育長

４年間、おつかれさまでした
米丸 知足教育長退任式

安全な暮らしを願って
添田署で非行防止等標語コンクール表彰式

　２月８日、添田署管轄内において、大任町と添田町
の小中学校を対象にいじめや非行防止の標語を呼びか
け作品を募集した「第 16 回非行防止等標語コンクー
ル」の表彰式が行われました。
　今回、両町の小中学校 11 校から寄せられた作品は
全部で 240 点。寄せられた募集作品の中から厳正な
審査を行い、見事中学生の部で大任中学校２年生 下
方 芽衣さんが銅賞を受賞、小学生の部で今任小学校
６年生 村上 緋さんが銀賞、大任小学校６年生 藤原 
陽菜さんが特別賞を受賞しました。
　町内の受賞者と作品は次のとおりです。

ー 中学生の部 ー

【銅　賞】気をつけて悪い言葉の誘惑に
大任中学校２年　下方 芽衣さん

ー 小学生の部 ー

【銀　賞】声出そう勇気を持って助けてと
今任小学校６年　村上 　緋さん

【特別賞】断ろうその勇気が自分を救う
大任小学校６年　藤原 陽菜さん

▼左から、銅賞を受賞した下方 芽衣さん、銀賞を受賞した村上 緋さん、
特別賞を受賞した藤原 陽菜さん
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大任町公民館（教育委員会 学校
教育・社会教育係）☎63-2242

レインボーホール・レインボー図書
室・B&G体育館・B&G海洋センター・
サボテンハウス ☎63-4832

ふるさと館おおとう ☎41-2055
今任町民会館 ☎63-2506
島台隣保館 ☎63-2243

大任町社会福祉協議会 ☎63-4828

事業課 ☎63-3001

税務課、改革推進対策課
☎63-3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63-3004

水道課 ☎63-3293

住民課（戸籍・衛生）
☎63-3003

大任町役場
☎63-3000
　　（代表番号）

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ情報を
お届けします

　献血にご協力を
　役場ロビーにて献血を行いますのでご協力をお願
いします。
■とき　３月 29 日㈪　９時 30 分～ 13 時
■ところ　大任町役場　ロビー
※65 歳以上の人で献血を希望する人は、60 歳～
64 歳までに献血を経験した人に限ります

問住民課 衛生係　☎ 63 ー 3003

癒
し
を
追
求
し
た
温
泉
施
設

全
国
に
発
信
す
る
温
泉
の
名
称
決
定

さ
く
ら
温
泉　

し
じ
み
の
郷さ

と

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
で
は
、

構
成
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
脱
退
で
、

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら「
田
川
支
部
」

の
名
称
が
「
田
川
・
桂
川
支
部
」
に
統

合
し
効
率
的
な
運
用
を
図
る
こ
と
に
な

介
護
保
険
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
度
「
特
定
健
康
診
査
受
診

券
」
が
届
き
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
最
寄
の
医
療
機
関
で
受
診
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
、

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課 

国
民
健
康
保
険
係

☎
63
・
３
０
０
４

国
保
特
定
健
診
未
受
診
の
人
へ

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
村
在
住
の
母

子
家
庭
の
お
母
さ
ん
（
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
）
を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
就
労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
面
談
は
対
象
者
が
居
住
さ
れ

て
い
る
町
村
役
場
で
実
施
し
ま
す
。

問
福
岡
県
母
子
家
庭
等

　
　
　
　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
８
・
21
・
０
３
９
０

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

り
ま
し
た
。

　

申
請
手
続
き
の
方
法
や
事
務
所
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
広
域
連
合
組
織
は
、
４
月
か

ら
８
支
部
、
33
市
町
村
に
よ
る
運
営
に

な
り
ま
す
。

問
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
本
部

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
７
０
５
５

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
田
川
支
部

☎
49
・
１
０
９
３

　

福
岡
県
福
祉
労
働
部
労
働
局
政
策
課

で
は
次
の
と
お
り
、
労
働
経
営
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き

　

３
月
２
日
㈫　

15
時
～
16
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

江
田 

博
（
福
岡
県
社
会
保
険

労
務
士
会　

会
長
）

問
福
岡
県
福
祉
労
働
部
労
働
局
政
策
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
８
５

筑
豊
地
域
労
働
経
営
セ
ミ
ナ
ー
実
施

　

次
の
と
お
り
、
福
岡
県
保
育
士
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日

▼
筆
記
試
験　

８
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

▼
実
技
試
験　

10
月
10
日
㈰

■
受
験
申
込
書
の
請
求

　

４
月
１
日
㈭
か
ら

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈭
～
５
月
12
日
㈬
※
消
印
有
効

■
受
験
申
込
書
の
請
求
、
提
出
先

　

〒
１
７
１
・
８
５
３
６

　

東
京
都
豊
島
区
高
田
３
ー
19
ー
10

　

㈳
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

　
　

保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

問
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
４
・
８
２

平
成
22
年
福
岡
県
保
育
士
試
験
の
案
内

　

次
の
と
お
り
、
平
成
22
年
度
国
家
公

務
員
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
試
験
種
別

▼
国
家
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種　

▼
国
税
専
門
官

▼
労
働
基
準
監
督
官　

▼
法
務
教
官

■
第
１
次
試
験
日

▼
国
家
Ⅰ
種　

５
月
２
日
㈰

▼
国
家
Ⅱ
種　

６
月
20
日
㈰

▼
国
税
専
門
官　

６
月
13
日
㈰

▼
労
働
基
準
監
督
官　

６
月
13
日
㈰

▼
法
務
教
官　

６
月
13
日
㈰

■
受
験
案
内
の
請
求
方
法

　

角
形
２
号
の
封
筒
に
１
４
０
円
分
の

切
手
を
貼
付
り
、
あ
て
先
お
よ
び
請
求

試
験
名
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

し
、
請
求
す
る
試
験
名
を
朱
書
き
し
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
送
付
先

〒
８
１
２
・
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
11
ー
１

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

問
人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

道
の
駅
通
信
問
改
革
推
進
対
策
課　

☎
63
・
３
０
０
２

項目
申込者数

町内 町外
野菜類 94 人 91人
穀物類   0 人   4 人
果実類   4 人 22 人

花木など   6 人 19 人
肉類   1 人   0 人
魚類   1 人   １人

加工品など   7 人 133人

写真①�：癒しを追求した「さくら温泉
しじみの郷」が造られる温浴施
設の立面図

写真②④�：２月18日現在、着々と建
設が進められている「温浴施
設・物産館施設」建設風景

写真③�：農産物などさまざまなものが
販売される直売所や食事処が造
られる物産館施設の立面図

▲西藤会長から永原町長に答申書が手渡されました

日
本
全
国
に
発
信
す
る
「
お
お
と

う
桜
街
道
」
の
温
泉
の
名
称
が

決
ま
り
ま
し
た
。
名
称
は
「
さ
く
ら
温

泉
し
じ
み
の
郷
」
で
す
。

　

選
定
の
理
由
は
、
親
し
み
を
抱
か
せ

る
こ
と
や
大
任
町
の
桜
と
し
じ
み
を
考

慮
し
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
日
本
全
国
に
情
報
発
信
を
し

て
い
き
多
く
の
来
客
を
目
指
し
ま
す
。

物
産
館
入
居
店
舗
の
答
申

大
任
町
物
産
館
入
居
店
舗
検
討
委

員
会
で
は
、
昨
年
か
ら
物
産
館

内
の
食
事
処ど
こ
ろで
来
館
者
の
利
便
性
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
店
舗
の
選
定
な

ど
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
１
月

21
日
、
役
場
視
聴
覚
室
で
答
申
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
答
申
を
踏
ま

え
て
、
道
の
駅
の
成
功
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

農
産
物
出
品
者
募
集
中

み
な
さ
ん
も
田
畑
、
遊
休
地
を
利

用
し
て
生
鮮
野
菜
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
町
で
は
、
農
業
生
産
の
拡

大
と
農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、

更
な
る
農
業
生
産
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

経
験
の
な
い
人
で
も
、
Ｊ
Ａ
田
川
農

協
大
任
支
所
の
協
力
に
よ
り
、
親
切
・

丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
栽
培

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
物
産
館
に
は
、
１
月
末
現
在

で
次
の
と
お
り
３
８
３
人
の
出
品
申
し

込
み
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

②

④

物産館 正面（町道側）立面図

温浴施設 中庭側 立面図 S=1/100

①

③
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Information

　営住宅に空き家が出た場合の入居予
定順位を決める「空き家待ち入居者」

を次のとおり募集します。
　申し込み用紙は、役場の事業課住宅係窓
口に置いています。
■応募資格
　法律の改正により、平成 21 年度から控
除後の所得月額が 158,000 円（平成 20 年
度以前から継続で応募する人は 200,000
円）を超える世帯の応募ができなくなりま
した。
　詳しい内容についてはお問い合わせくだ
さい。
■募集する住宅
　４月１日から来年３月末日までの間に空
き家となった、成光住宅、熊本住宅の一部、
柿原住宅、皿山住宅、桑原住宅の平屋建て。
■受付期間
　４月１日木～30日金
※現在、空き家があるわけではありません。
収入など入居条件によっては受け付けでき
ない場合もあります。
　また、同居人が増える場合などは、必ず
事前に手続きをしてください

問事業課 住宅係　☎ 63-3001　国民健康保険証の有効期限は３
月 31 日までです。４月１日以降は、
切り替え後の保険証でないと診察を
受けることができません。

　毎年、各地区をまわって保険証の
切り替えを行っていましたが、本年
度より郵送をします。
　３月 31 日が過ぎてから古い保険
証（桃色）を処分してください。

　出稼ぎや施設入所、学生で一人暮
らしをしているなどの理由で長期に
わたって遠方に滞在している人のた
めに保険証を分けている場合は、毎
年、役場での切り替え手続きが必要

です。
　また、保険証が郵送で届かない場
合は役場での切り替えになります。
▶手続きに必要なもの
　印かん
　本人確認ができるもの

　役場窓口にて納税相談のうえ、滞
納税額に見合った納税計画書を提出
していただいた後、期限付きの短期
保険証を発行します。
　なお、災害など政令で定められた
特別な事情がなく著しく滞納がある
世帯については、保険証の代わりに
資格証の発行となります。詳しいこ
とはお問い合せください。

　70 歳の誕生日の翌月から 74 歳ま

での人の現役並み所得者以外の自己
負担限度額が、昨年度に引き続き平
成 23 年３月まで１割に据え置かれ
ることになりました。

　平成 14 年度から本町の国民健康
保険事業は赤字決算が続いていま
す。国や県からも滞納者には厳しい
措置を取るよう指導されています。
滞納を無くし、医療費を抑え、みん
なで充実した健康保険制度を守って
いきましょう。
問住民課 国保係　☎ 63 ー３００４

国民健康保険の保険証の切り替えについて

受付期間は４月１日木～30日金

町

役
場
の
電
話
番
号
が
、
昨

年
12
月
か
ら
新
た
に

増
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
☎
63
・
３
０
０
０
番
の
代
表
番
号

に
加
え
、
左
記
の
と
お
り
業
務
内

容
に
応
じ
て
直
通
電
話
回
線
が
増

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
話
を
お
か
け
の
際
は
、
便
利

な
直
通
番
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
63
・
３
０
０
０

共通
番号

直通
番号 主な業務内容 担当課

（0947）
63 ｰ

3000
（代表）

庶務全般、秘書、消防、防災、選挙、議会、
会計、財政、企画、広報などに関すること
その他全般

総務課、議会
事務局、会計、
企画財政課

3001 土木、住宅、国土調査、産業経済、農業委
員会などに関すること 事業課

3002 税金関係、徴収、改革、収納、住宅新築資
金などに関すること

税務課、改革
推進対策課

3003 戸籍、衛生などに関すること
住民課

3004 福祉全般、後期高齢者保険、国民健康保険、
国民年金などに関すること

3293 水道に関すること 水道課

2242 教育に関すること
教育委員会学
校教育係、社
会教育係

役
場
の
電
話
番
号
が
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す

便
利
な
直
通
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

直通電話

町営住宅の空き家待ち
入居者を募集します

学
す
る
人
に
は
、社
会
保
険
庁
か
ら「
学

生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）」
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
す
る
こ

と
で
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
在
学
す
る

学
校
な
ど
を
変
更
さ
れ
た
人
は
、
市
区

町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
申
請
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◉
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
も
の
（
納
付
書
な
ど
）　

②
学

生
証
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）
ま
た

は
在
学
証
明
書　

③
印
か
ん
（
本
人
が

署
名
す
る
場
合
は
不
要
）　

④
ほ
か
の

市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
は
前
年
の

所
得
状
況
を
証
明
す
る
も
の　

　

ま
た
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
学
生

に
な
っ
た
人
は
次
の
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

▼
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証　

▼
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票　

▼
雇
用
保
険

被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書　

▼

離
職
者
支
援
資
金
貸
付
制
度
の
貸
付
を

受
け
た
場
合
は
「
貸
付
決
定
通
知
書
」

※
雇
用
保
険
の
適
用
の
な
い
離
職
者
の

人
は
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
、
市
区
町
村
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
「
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
日
本
年
金
機
構
で
前
年
の
所

得
な
ど
の
審
査
を
行
い
、
承
認
ま
た
は

却
下
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◉
対
象
と
な
る
学
校

　

大
学
（
大
学
院
）、短
大
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
な
ど
。

※
各
種
学
校
は
、
修
業
年
限
が
１
年
以

上
で
、
都
道
府
県
な
ど
の
許
可
を
受
け

て
い
る
学
校
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
課
程
、
通
信
制
課
程
、

定
時
制
課
程
の
学
生
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

◉
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

　

４
月
（
ま
た
は
20
歳
誕
生
月
）
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
す
。

◉
申
請
手
続
き
は
毎
年
必
要

　

今
年
度
、
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ

れ
た
人
で
、
翌
年
度
も
同
じ
学
校
に
在

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
ー
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
９
０
５

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

■高齢者受給者証は据え置き

■保険証の有効期限は３月31日まで

■出張切り替えは実施しません

■役場での切り替え

■国保税の滞納がある場合

■増加する赤字決算

　

４
月
15
日
は
「
遺
言
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
を
記
念
し
て
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　

４
月
14
日
㈬　

10
時
～
15
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

福
岡
県
弁
護
士
会　

天
神
弁
護
士
セ
ン
タ
ー

■
相
談
料　

無
料

■
定
員　

30
人
程
度

■
受
付
け　

４
月
１
日
㈭　

９
時
よ
り

問
福
岡
県
弁
護
士
会

☎
０
９
２
・
７
４
１
・
３
２
０
８

「
遺
言
の
日
」無
料
法
律
相
談
の
案
内

　

安
全
で
安
心
な
住
ま
い
促
進
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
、
無
料
で
自
宅
へ
専

門
家
を
派
遣
し
住
宅
性
能
を
向
上
す

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

る
た
め
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
者

　

介
護
保
険
制
度
や
福
岡
す
み
よ
か
事

業
な
ど
を
利
用
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
を
検
討
し
て
い
る
人

■
費
用　
無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈶
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

企
画
情
報
部
住
情
報
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
５
１
６
９

　

平
成
22
年
度
自
衛
官
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
資
格

▼
一
般　

18
歳
～
33
歳

▼
技
能　

18
歳
～
54
歳

※
技
能
に
つ
い
て
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
限　

４
月
９
日
㈮

■
試
験
日

　

４
月
17
日
㈯
～
19
日
㈪

■
と
こ
ろ

▼
一
般　

小
倉
駐
屯
地
（
北
九
州
）

▼
技
能　

健
軍
駐
屯
地
（
熊
本
市
）

■
採
用
予
定
人
数
（
九
州
）

▼
一
般　

１
６
０
人

▼
技
能　

20
人

問
自
衛
隊 

飯
塚
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

平
成
22
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

こ
の
色
の
保
険
証
の

　

有
効
期
限
は
３
月
31
日
ま
で

保険証の切り替え時期になりました。現在お持ちの保険証の有効期限は３月 31
日までとなっています。切り替えを忘れないようにお願いします。



10広報おおとう　2010. ３ 月号11 広報おおとう　2010. ３ 月号

まちの介護福祉講座

「人」の「間」で
老い知らず

栄養、睡眠や適度な運動をしましょう
いきいき
国保

Vol. 32

Health

神経を伝って皮膚に現れる痛み

　

あ
る
日
、
転
ん
で
骨
折
を
し
、
そ
の

後
遺
症
で
や
む
な
く
施
設
へ
入
所
さ
れ

た
人
が
い
ま
し
た
。
入
所
し
た
時
は
、

ほ
と
ん
ど
会
話
も
な
く
表
情
も
乏
し

か
っ
た
た
め
、
認
知
症
も
疑
っ
た
の
で

す
が
、
１
週
間
も
す
る
と
、
ま
る
で
別

人
の
よ
う
に
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
人
に
話
を
聞
く
と
「
こ
こ
は
い
つ

も
ま
わ
り
に
人
が
い
て
楽
し
い
。」
と

言
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
家
で
暮
ら
し
て

い
た
時
の
こ
と
を
家
族
に
聞
い
て
見
ま

し
た
。

　

家
族
の
話
に
よ
る
と
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
が
唯
一
の
楽
し
み
だ
っ
た
の
が
、
風

邪
で
少
し
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
後

は
ほ
と
ん
ど
家
か
ら
出
掛
け
な
く
な

り
、
足
腰
が
弱
っ
て
し
ま
っ
て
結
果
転

ん
で
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
典
型
的
な「
事
故
や
病
気
」ー

「
閉
じ
こ
も
り
」
ー
「
寝
た
き
り
」
へ

と
進
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
と
き
ど
う
す
れ
ば

良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

考
え
ら
れ
る
の
は
、
風
邪
が
治
っ
た

と
き
に
再
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
家
族
や
友
人
が
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
も
元
気
に
自
宅
で
の
生
活
が
続
け
ら

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
転
ん
だ

り
病
気
を
し
た
り
す
る
の
は
、
た
と
え

そ
れ
が
完
治
し
た
と
し
て
も
、
大
き
な

自
信
喪
失
に
な
り
ま
す
。「
外
へ
出
て
、

ま
た
風
邪
を
ひ
い
て
家
族
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。」
と
思
う
の

が
普
通
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
家
族
や

周
り
の
人
た
ち
も
「
ま
た
、
病
気
に
で

も
な
っ
た
ら
大
変
だ
。」
と
消
極
的
な

思
い
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
一
人
で
出
掛
け
ら
れ

る
高
齢
者
が
家
で
じ
っ
と
し
て
い
て

も
、
た
い
て
い
良
い
結
果
に
は
な
ら
な

い
よ
う
で
す
。

　

人
間
は
人
の
間
で
生
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
子
供
で
も
高

齢
者
で
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
の
中
で
の
会
話
な
ど
が
脳
を
活

性
化
さ
せ
ま
す
し
、
笑
い
は
心
身
に

と
っ
て
最
高
の
薬
だ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
の
教
室

が
あ
り
ま
す
。
作
業
を
し
に
行
く
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
人
に
会
い
に
出
掛
け

て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
や
周
り

の
人
た
ち
が
積
極
的
に
勧
め
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

文字通り、 体 に 帯 状
の 小 さ な 発

ほっ

疹
しん

が出現する病気です。ウイルスが
神経節から神経に伝って皮膚に現れ
るため痛みを伴います。今回は、そ
んな 帯

たい
状

じょう
疱
ほう

疹
しん

についてです。

原因としては？

　子どものころに一度はかかる病気
の１つが水ぼうそうです。これはウ
イルス性の病気で一度発症して治し
てしまうと一生感染しません。
　ところが、そのときのウイルスは
死んでしまったのではなく長い間体
の中の神経節に潜り込んでいます。
　このウイルスは抵抗力が弱くなっ
たときや疲れたとき、あるいは年齢
を重ねたことによ
り再び活動を始め
ることがあります。
これが帯状疱疹で
す。

症状としては？

　帯状疱疹は神経の通っている部分
の体の左右どちらかに帯のようにあ
らわれます。はじめはピリピリチク
チクした痛みから始まり、やがてそ
の部分が赤くなり水ぶくれになって
神経痛のような激しい痛みを伴いま
す。痛みが始まってから水ぶくれが
治るまでの間は通常約３週間から１
カ月です。
　痛みは自然に消えますが小さな発
疹がなくなっても長期間にわたって
しつこく痛むことがあります。これ
は「帯状疱疹後神経痛」と呼ばれ、
高齢者に多く見られます。

治療としては？

　どんな病気でも同じですが、でき
るだけ初期に治療を始めましょう。
軽症なら塗り薬と飲み薬で対処でき
ますが、重症になると点滴や入院が

必要になることもあります。治療薬
としては、抗ウイルス剤や消炎鎮痛
剤が処方されます。また、痛みがひ
どい場合は、神経ブロックを行う治
療法もあります。

予防としては？

　加齢・病気・疲労などで体の抵抗
力が落ち、ウイルスが活動し始める
ことで起こります。日ごろから栄養
と睡眠を十分にとり適度に運動を行
うなど心身の健康に気を配り体力を
低下させないことが大切です。

　以上のように、子どものころに水
ぼうそうにかかったといって必ず帯
状疱疹にならないわけではありませ
ん。
　疲れているときや免疫力が低下し
たときに発症します。もし、症状が
ある場合は、早めに医療機関で治療
を受けましょう。
問 住民課 国保係　☎63-3004

●作品名　「夢　路」
　（大任町文化連盟

木目込み教室から選出）
●作者　藤田 淑子 さん（添田町）
●コメント「木目込みを始めて今年
で４年目になります。これからは
もっと大きな作品に挑戦していきた
いと思っています。」

No.52●
種　

属　

ハ
シ
ラ
サ
ボ
テ
ン
亜
科
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ツ
ム
属

●
原
産
地　

メ
キ
シ
コ
北
部

●
開
花
時
期　

春
～
秋

●
特　

徴　

�

体
径
15
セ
ン
チ
、高
さ
36
セ
ン
チ
の
円
筒
形
。

ト
ゲ
は
う
ね
っ
て
長
い
。
ま
た
通
常
肌
に
白

点
は
つ
か
な
い
。

問
サ
ボ
テ
ン
ハ
ウ
ス　

☎
63

－

４
８
３
２

群
ぐ ん

鳳
ぽ う

玉
ぎょく

　

大
任
町
に
は
、
町
内
全
域
に
古
墳
や

横
穴
墓
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
お
お
と
う
史
学
で

は
狐
塚
古
墳
群
、
建
徳
寺
２
号
墳
（
上

今
任
地
区
）、
稲
荷
山
横
穴
墓
群
（
西

白
土
地
区
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
今
月
号
は
、
町
内
の
秋
永
地

区
に
あ
る
丸
山
古
墳
・
横
穴
墓
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

丸
山
古
墳
・
横
穴
墓
は
秋
永
交
差
点

か
ら
南
西
方
向
の
小
高
い
丘
陵
に
あ
り

ま
す
。
丘
陵
は
標
高
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

で
、
道
路
か
ら
７
～
８
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
高
さ
で
す
。

　

現
在
は
山
林
お
よ
び
墓
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。
丘
陵
の
一
番
高
い
所
に
丸
山

古
墳
が
あ
り
、
丘
陵
斜
面
に
古
墳
を
取

り
囲
む
よ
う
に
横
穴
墓
が
５
～
10
基
前

後
あ
り
ま
す
。

　

丸
山
古
墳
は
昭
和
43
年
に
調
査
が
行

わ
れ
、
横
穴
式
石
室
の
内
部
か
ら
須
恵

器
や
宝ほ
う

筺き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

（
石
塔
の
一
種
で
お

墓
に
使
用
さ
れ
た
）
の
相そ
う

輪り
ん

、
銅
銭
57

枚
（
現
存
す
る
の
は
18
枚
）
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

　

古
墳
は
現
存
し
て
お
り
、
半
分
ほ
ど

墓
地
に
よ
り
削
り
取
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
直
径
が
15
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
2.5

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
で
す
。
死
者
を

埋
葬
し
た
横
穴
式
石
室
は
南
東
方
向
に

開
口
し
て
お
り
、
石
室
は
断
面
を
半
分

に
割
っ
た
格
好
で
残
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
さ
れ
た
と
き
の
見
取
り
図
や
現

地
で
観
察
し
て
み
る
と
、
建
徳
寺
２
号

墳
よ
り
も
使
わ
れ
て
い
る
石
材
は
小
さ

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

丸
山
古
墳
が
造
ら
れ
た
年
代
は
、
石

室
の
構
造
や
出
土
品
か
ら
６
世
紀
中
ご

ろ
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
時
期
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
丸
山
古
墳
は
円
墳

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
形
か
ら

見
て
前
方
後
円
墳
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
研
究
者
も
い
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
古
墳
周
囲
が
削
り
取
ら

れ
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
が
、
も
し
そ
う

だ
と
す
れ
ば
狐
塚
１
号
墳
に
続
く
２
基

目
の
前
方
後
円
墳
に
な
り
ま
す
。（
建

徳
寺
２
号
墳
も
そ
う
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。）

　

ま
た
、
調
査
で
出
土
し
た
銅
銭
と
宝

筺
印
塔
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
古
墳

時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
長
か
ら
室
町
時
代
の
こ
ろ
と
思
わ

れ
、
お
墓
と
し
て
古
墳
の
石
室
が
再
利

用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

銅
銭
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
２
月

号
の
お
お
と
う
史
学
で
取
り
上
げ
て
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
興
味
が
あ

る
人
は
参
照
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

丸ま
る

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

・
横よ

こ

穴あ
な

墓ぼ

（
秋
永
）

第 52 話

▲丸山古墳（石組みが石室）

▲丸山横穴墓（中央右のくぼみが入り口）

▲宝筺印塔各部名称



　今任小学校では、２月から基礎的な体力の向上を図
るために、２校時後の休み時間を利用して、全校一斉
に運動場を走る「今任っ子体力づくり」に取り組んで
います。
　この取り組みは「走って、走って、ラン、ラン、
RUN」のテーマのもと、約５分間、児童一人ひとり無
理のない速さで、運動場を何周走れるかをがんばって
います。寒い日でも汗をかくほどで、これからも運動
することを習慣にし、健康の保持増進につなげたいと
思っています。

問教育委員会 学校教育係  ☎63-2242

走って、走って、ラン、ラン、RUN

教 育 信通 今 校学任小
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怪
力　

魁
皇
博
之
自
伝

魁
皇 

博
之 

著

の日が休室日です

日 月 火 水 木 金 土

28 １ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 １ ２ ３

３月の休室日

開 室
時 間

貸 し
出 し  うちＣＤとビデオは

 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

−新刊案内−
New Books

半
島
へ
ふ
た
た
び

蓮
池 

薫 

著

ネ
ズ
ミ
だ
っ
て
考
え
る

フ
レ
ド
リ
ッ
ク・
ヴ
ァ
ー
レ 
著

お
そ
う
じ
隊
長

よ
し
な
が 

こ
う
た
く 

著

京
大
少
年

菅 

広
文 
著

き
て
れ
つ
箱

伊
藤 

文
人 

著

お
ば
け
の
バ
ケ
ロ
ン

も
と
し
た 

い
づ
み 

文

ひ
ま
わ
り
事
件

萩
原 

浩 

著

ダニエル・トルソン
● 町内の小中学校で
英語を教えるALT。ウ
イグル出身。山口大
学卒業。妻と娘２人
の４人家族。田川市
在住。38歳。

　ダニエルが毎月クイズを出題します。対象者は中学生以下
です。正解者の中から抽選で１名に図書券500円分を差し上
げます。また、正解者は次号の広報紙に写真掲載されます。

　先月号のクイズの回答者数は98人
でした（大任小13人、今任小６人、
誠慈保育園８人、今任保育園46人、
どんぐり保育園25人）。そのうち正
解者は59人でした。
　厳正なる抽選の結果、当選者はど
んぐり保育園の山内 妃彩ちゃんに決
定しました。おめでとうございます。 山内 妃彩ちゃん

ＡＢ Ｃ Ｄ　今月の問題

小
学
校
用
の
問
題

中
学
校
用
の
問
題

先月号の当選者

　今月のクイズは、以下のとおりです。問題
用紙は各学校・保育園でもらってください。
1 �中学校用：次の１から６の英文がそれ

ぞれ何の仕事の説明をしているか、下
のWord BookⅡから番号を選んで

（　）の中に書いてください。
2�小学校用：次の暗号をもとに英語を完

成させてください。また、「？」がつい
た絵の英語の読み方をひらがなで書い
てください。

3��保育園用：次の上下の絵の中に違いが
10カ所あります。違うところを探して
囲んでください。また、「？」がついた
ものを英語で何と言いますか？読み方
をひらがなで書いてください。

　回答期限は３月12日金までです。1 
2 3の正解者を合わせて抽選を行います。
問教育委員会 学校教育係　☎63-2242

★一般書★
◎１Q ８４　　　　　　　　　　 村上 春樹 著
◎園芸少年　　　　　　　　　　 魚住 直子 著
◎１つぶのおこめ　　　　　 さくま ゆみこ 翻

※そのほか、多数入庫しています

その他の新刊

ダニエルの

クイズ Vol. 30

▼今年は寅
とら

年
どし

。八方にらみのトラの掛け軸を飾っています

クローズ・アップ

vol .49

上城 和元さん（柿原）
★年齢　80歳　★趣味　囲碁　骨

こっ

董
とう

品
ひん

趣 味 悠 々

−Antiquarianism−

４月生まれの赤ちゃんを募集します

末
す え

廣
ひ ろ

 春
あ

玲
れん

ち ゃ ん １歳
Ｈ21年３月29日生まれ

池本・女の子

３月生まれ

　「好きな言葉ですか？好きな言葉は、賢食健美ですね。」と
話してくれたのは、昨年から物産館入居店舗検討委員会で
委員を務めていた上城 和元さん。上城さんは、17歳から三
井鉱山で勤め炭鉱の閉山に伴い退職し、39歳のときに県職
員に転職しました。その後、定年退職し現在にいたります。
　同委員会での話を聞くと「最初は、なかなか話がまとま
らなかったけど、徐々に話がまとまってよかった」と話し
てくれました。
　上城さんの趣味は囲碁と骨
董品集めで、囲碁は５段とい
う腕前の持ち主。また、骨董
品は十二支をそろえており、
その年の干支を飾って楽しん
でいるそうです。また、上城
さんの一押しの品物を見せて
くださいとお願いすると、さ
まざまな骨董品の中から見せ
てくれたのは、囲碁の碁盤。この碁盤は宮崎県の綾町産の
本
ほん

榧
かや

の碁盤でとても高価なものだと教えてくれました。
　最後に、これからやっていきたいことをたずねると上城
さんは「趣味悠々。これからも趣味を楽しく続けていきたい」
と笑顔で話してくれました。

河
かわ

村
む ら

 唯
ゆい

人
と

く ん ２歳
Ｈ21年３月31日生まれ

柿原・男の子

保
育
園
用
の
問
題

　４月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。写真またはデジカメのデータを持参して
ください。次回の締め切りは３月12日金です。
　カメラをお持ちでない人は、役場に来庁していただけれ
ば撮影も行っています。その際は事前にご連絡ください。

問企画財政課 広報係　☎63-3000

▲上城さん一押しの碁盤
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● 発生件数  23 件（  23 件）
● 死亡者数    0 人（    0 人）
● 負傷者数    4 人（    4 人）

（　）内は平成 21 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ

添田警察署　☎８２－０１１０
大任交番　　☎６３－２１１０

交通事故発生状況（１月中）

交 通防 犯

添田警察署からのお知らせ

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

添田警察署では、田川署との統合に向
け「ラストラン 50 日作戦」と銘打って、
犯罪の抑止活動などに取り組んでいま
す。この活動にご協力をお願いします。

町内犯罪発生状況（１月中）

種 類 件 数
空き巣・忍び込みなど 0件
オートバイ・自転車盗 0件
自動車盗 0件
部品盗 0件
車上荒らし 1件

自動販売機荒らし １件
ひったくり 0件

 ３月行事予定表  弥生
日 月 火 水 木 金 土

28 １ 春季全国火災予防運動 ２ ３ 桃の節句４ ５ ６
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】
布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時 〜 15 時】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10時 〜 12時】

１歳６カ月児健診
( 対象者個人通知 )

【集会室 13 時 30 分
〜 14 時 30 分】

７ 消防記念日８ ９ 10 農山漁村女性の日 11 12 13
第22回おどり
愛好会発表会

【レインボーホール
 受付 12 時 30 分～】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

国保ヘルスアップ教室
【多目的ホール

 13時30分〜 15時】
心配ごと相談

【役場 10時 〜 12時】

14 ホワイトデー 15 16 17 18 19 食育の日 20
ふるさと館
企画展最終日

【ふるさと館おおとう
　９時〜 17時】

所得税・住民税
確定申告最終日

【多目的
 ９時30分〜 16時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】
布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時 〜 15 時】

キッズタイム
【レインボー図書室

11時〜 11時30分】

心配ごと相談
【役場 10時 〜 12時】
乳児健診
(4・7・12 カ月児
・対象者個人通知 )

【集会室 13 時 30 分
〜 14 時 30 分】

障害者
心の健康相談

【視聴覚
10 時 〜 12 時】

21 春分の日 22 国連水の日 23 世界気象デー 24 世界結核デー 25 26 27
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（女性民生委員が対応）
【役場 10時 〜 12時】

28 29 30 31 1 2 場 所
献血

【役場ロビー
 ９時30分 〜 1 3 時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【役場 10時 〜 12時】

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

◆
今
月
の
表
紙

　

梅
田
地
区
で
梅
の
花
を
撮
影
。
ま
だ
つ

ぼ
み
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
、
し
っ
か
り
と
元

気
に
咲
い
て
い
る
梅
の
花
を
見
つ
け
、
春
の

訪
れ
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

（平成 22年１月末現在）

田川市郡３月のイベント

65 歳未満 65 歳以上 計
男 2,092 人（±０）    578 人（－２） 2,670 人（－２）
女 2,065 人（－２）    999 人（－５） 3,064 人（－７）
計 4,157 人（－２） 1,577 人（－７） 5,734 人（－９）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,535 世帯（＋１）

★
宏
報
編
集
室

▼
２
月
３
日
は
節
分
の
日
。
こ
の
日
、
今
任

保
育
園
に
豆
ま
き
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　

取
材
中
、
園
児
た
ち
は
鬼
を
見
て
泣
い
た

り
、
泣
く
の
を
我
慢
し
て
勇
気
を
振
り
絞
っ

て
豆
を
ぶ
つ
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
園
児
た
ち
は

鬼
の
迫
力
に
逃
げ
場
を
失
い
、
最
後
は
先
生

の
後
ろ
に
逃
げ
込
み
全
員
大
泣
き
し
て
い
ま

し
た
。
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
た
自
分
も
鬼
の

す
ご
い
迫
力
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。（
苦

笑
）【
宏
輔
】

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp）

●田川先行上映 映画「信さん・炭坑町のセレナーデ」

　【田川文化センター】�３月13日土 

　上映時間：①13時～ ②15時30分～ ③18時～

　チケット：前売り券　1500円

　　　　　　当日券　高校生 1500円 ※学生証提示

　　　　　　　　　　一　般 1800円

　チケット販売所：�市役所ふれあい窓口、美術館、

石炭・歴史博物館など

●パネル展【田川市役所１階ロビー】

　�３月11日木まで

　内容：�松原炭住や旧三井田川鉱業所でのロケ風

景の写真展。

　��問総合政策課　☎44-2000 

◆糸田町（http://www.town.itoda.lg.jp）

●田植祭り【糸田町金村神社】

　�３月15日月 神事開始予定　15時30分

　催しもの：豊作祈願行事（迷夫婦登場）

　��問教育課 社会教育係　☎26-0038

☆まちのイベント☆

ふるさと館おおとうで企画展開催中
３月 14 日日まで 

　現在、ふるさと館おおとうでは、筑豊近代化遺産展を１月 30 日土
から開催しています。
　筑豊地区に存在する近代遺産の紹介や、竪

たて

坑
こう

櫓
やぐら

や二本煙突（田川市）
などをはじめとする鉄道、炭坑に関する産業遺産を写真で紹介する
とともに、町内に残るものについても写真で紹介します。
　ふだんなにげなくみ
ているものもあるかも
しれませんが、この企画
展で近代化遺産の理解
を深めていただけたら
と思いますので、ぜひご
来館ください。
■名称
　筑豊の近代化遺産展
■とき
　３月14日日まで
　９時～ 17時
　※月曜日休館
■ところ
　ふるさと館おおとう
■入場料　無料
問 ふるさと館おおとう
　☎41-2055
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※�当日は９時 30分～ 13時まで大任中央線の一部が通行止めになります。みな
さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

自
分
の
記
録
に
挑
戦
。

花としじみの里おおとうマラソン
受付 ８：30 ～９：30　開会式 ９：30 ～
スタート ２㎞ 10：20　５㎞ 10：45　10㎞ 11：20
問 企画財政課 おおとうマラソン事務局　 ☎63 - 3000

今任町民会館 コンビニ

伊原北交差点

彦山川


